
障害者研修保養センター横浜あゆみ荘指定管理者第三者評価委員会議事録

日時 平成２０年１２月１４日（日）

開催場所 障害者研修保養センター横浜あゆみ荘（横浜市都筑区葛が谷２－３）

出席者 石渡委員、小坂委員、山口委員、高木委員、広田委員

開催形態 公開（傍聴者１名）

決定事項
・石渡委員を委員長、小坂委員を委員長代行に選任した。
・障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シートを承認した。

議題

１　開会
２　各委員・事務局紹介
３　議題
　（１）委員長及び委員長代行の選出
　（２）施設概要について
　（３）委員会の趣旨について
　（４）会議の公開について
　（５）情報公開について
　（６）評価について
　（７）今後の日程について
４　施設の視察
５　その他
６　閉会

議事

（１）委員長及び委員長代行の選出
 　 要綱第４条２項に基づき、石渡委員を選出しました。
　　要綱第４条４項に基づき、委員長代行は小坂委員を選出しました。
（２）施設概要について
　　障害者研修保養センター横浜あゆみ荘は、昭和５９年１０月に障害者、その家族、その他の者が研修、
 保養、レクリエーション等を通じ、相互の親睦を深めることにより障害者の社会参加の促進及び福祉の
 増進を図ることを目的に竣工された施設です。
　　障害者施設の位置づけにつきましては、身体障害者福祉法第３１条に規定された「身体障害者福祉
 センター」のうち「障害者更生センター」に該当します。なお、「身体障害者社会参加支援施設の設備及び
 運営に関する基準」では、身体障害者又はその家族に対し、宿泊、レクリエーションその他休養のための
 便宜を供与するもの、とされています。
（３）委員会の趣旨について
　　横浜あゆみ荘が平成１８年度から５年間の指定管理者制度を導入し、中間年にあたる本年に、その
 施設の管理運営状況を公正で客観的な第三者による点検評価を実施することにより、指定管理者自ら、
 業務改善を行い、サービスの質の向上につなげられるような仕組みを構築し、公の施設としての業務水準
 のより一層の維持向上を図ることを目的に実施するものです。
（４）会議の公開について
    障害者研修保養センター横浜あゆみ荘第三者評価委員会設置要綱第７条第１項により、この会議は
 原則公開とし、評価に関わる審議は非公開とします。
（５）情報公開について
　　横浜市審議会等の会議の公開に関する要綱第６条及び第８条に基づき、会議録を障害福祉課及び
 横浜市市民情報センターにおいて、1年間、閲覧に供するとともに、横浜市ホームページ上にも公表しま
す。
（６）評価について
　　障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート（別紙１）を決定しました。
　　後日、施設から資料を各委員にお渡しし、第２回委員会前までに委員評価点数や意見等を記入し、
　 第２回委員会でヒアリング、事業者からの説明後、各委員の討議の中で最終評価を決定します。
（７）今後の日程について
　　指定管理者の自己評価が記載されて評価シートを１月中旬頃にお渡しします。
　　次回の委員会は平成２１年２月８日（日）１３時から開催します。

資料 障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート（別紙１）



１．指定管理料の執行状況

1-1　法人の経営状況
経営状況が健全で安定しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 優れている。

3 ×１2 安定している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】公的な使命を持った団体として円滑に運営されており、経営状況
は安定しています。介護保険事業でも経営状況は安定しています。協約事項である
繰越活動収支差額も改善されました。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

1-2　指定管理料の執行状況
　　指定管理料は適切に執行されているか。　

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 ２に該当の上、外部の監査を受けている。

3 ×１
2

次のすべてに該当する。

・適切な経理書類が作成されている。
・経理を担当する職員を配置している。
・通帳や印鑑等が適切に管理されている。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】経理担当の職員を配置すると共に、法人本部の財務担当と連携
を図りながら、適切な経理事務を実施しています。（経理担当者は2名を配置し、ﾀﾞﾌﾞﾙ
ﾁｪｯｸ後、所長が確認。）また、伝票や書類なども適切に整備し管理しています。横浜
市の監査を毎年受け、指摘事項はありません。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

1-3　収支決算状況
　　予算額と決算額に大幅な相違はないか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 同額である。

2 ×２2 ほぼ同額である。

1 相違がある。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
施設整備については経年劣化により、また、利用者への快適な空間を提供するため
予算額より支出が多い場合もありますが、総支出については、ほぼ同額です。

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

1-4　施設利用料収入実績
　　事業計画書等で示した利用料金収入の目標値がどの程度達成しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 上回っている。

3 ×２2 同額である。

1 下回っている。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
平成19年度においては、サービス向上、ＰＲ等により当初の予想より約１００万円程
上回ることが出来ました。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】

4 ページ



障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

1-5 経費削減の取組
　　経費削減のための努力を行っているのか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 経費削減を行っている。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】運営法人本部による消耗品の一括仕入を実施。業務委託については、入
札により適正な業者選定を実施して、経費削減と質の確保を実施しています。さらに、使用済
用紙を裏紙として使用及び、両面印刷を心がけていると共に、日々の機材点検、早期発見によ
り、部品交換程度に抑えた長寿命化に取り組んでいます。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】

5 ページ



障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2．センターの運営に関する業務

2-1　開館状況
　　突発的な休館等なく、事業計画書のとおりに開館しているか。　

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 事業計画書のとおりに開館している。

3 ×１2 ー

1 事業計画書のとおりに開館していない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】繁忙期（7,8,10月）においては、休館日を設けることなく、出来る限
り多くの方に利用をして頂いています。休館日においても、留守番電話等により、予
約内容の変更に対応をしています。さらに、日々、安全安心で利用して頂くために、
点検、整備を実施しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-2 受付業務（フロント業務）
　　利用者の事前の利用申請及び当日の利用受付の他に利用料金の徴収や予約システム登録手続き等を適切に行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
２に該当の上、館内施設、予約状況の案内及びその他、利用に
関する種々の情報案内を行っている。

3 ×１2
予約の連絡（電話）あれば、利用申請受付を迅速な対応を行っ
ている。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】予約受付け時には、予約システムに入力し、複数で確認した上で、予約受
付書とご案内書を受付日翌日に送付しています。全職員が、休憩・宿泊・研修の情報を共有し
て、対応しています。また、利用者に安心してご利用いただくために、利用日の1週間前には、
確認の連絡をしています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-3 応接業務
　　食事の配下膳、寝具の上げ下げ、客室係としての利用者の要望に応える種々の接客業務を行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する。

・休憩・宿泊者に対するフロントから休憩・宿泊室まで及び館内
の案内。
・宿泊室までの食事の配下膳。
・寝具の上げ下げ。
・必要な備品類の貸出し及び不必要な備品の撤去。（茶器類、障
子等）

3 ×１
2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
急な要望にも迅速に対応しています。利用者からの要望を受けた際には、フロントに
伝えて、次回の利用に活かすようにしています。また、障害者が安心して利用出来る
ように様々な案内、操作等を工夫しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-4 食堂業務
　　宿泊施設としての横浜あゆみ荘利用者等に対し、良質でかつ安全な飲食物を提供しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次のすべてに該当する。

・利用者からの希望により可能な範囲で特別調理食を提供して
いる。（きざみ食、アレルギー対応食等）
・販売品目及びその価格の設定は、事前に横浜市の承認を得て
いる。

3 ×１2
横浜あゆみ荘及び都筑ふれあいの丘利用者の朝～夕食の飲食
を注文のたびに提供している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
ミキサー食やお粥の形態も細かく設定し、利用者に写真、説明文でご案内していま
す。さらに、カロリー制限食も提供しています。　　委託業者は、毎月、複数回、確実に
棚卸しを実施・賞味期限チェックをし、その履行状況を「あゆみ荘」も確認しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-5 バス運行業務
　　利用者（障害者）からの利用希望があった場合、運行しているか。また、定期点検を行う等、車両監理業務を適切に行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する

・利用者から希望があれば遅延なく運行している。
・送迎用バス及び公用車の車内及び車体の洗浄をしている。
・送迎用バス及び公用車の運行前点検及び日常整備をしてい
る。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】「送迎バス運行要領」に従って、適切に運行すると共に、車内外の
清掃・運行前点検・日常整備を、実施しています。また、公用車においても同様です。
また、配置場所については、配車場所、配車エリア等を考慮し、随時拡大していま
す。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-6 夜間業務
　　夜間（２０時４５分～翌日９時）のサービス提供及び緊急時の対応のため、夜間においてもフロント及び非常時等の対応を行っているか

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する

・夜間でも飲食物の提供（21時まで）、入浴の利用、レンタルビデ
オの貸出し受付（24時まで）、売店販売のサービスを実施してい
る。
・火災等の緊急時の初期対応マニュアルがある。
・夜間の館内巡回点検による設備備品の保全をしている。

3 ×１
2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】夜間に、急病人の発生があった場合には、119番通報を行ってお
ります。重篤でない症状の場合には近隣の医療機関を紹介しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

2-7 障害者向け事業、研修にかかる業務
　　障害者の社会参加の促進や福祉を増進するための事業や研修の企画実施を行っているか。また、事業の内容は障害者やその関係者のニーズを
的確に捉え、実践的な企画となっているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
事業の内容は障害者やその関係者のニーズを的確に捉え、実
践的な企画となっている。
また、企画委員に障害者及びその家族が入っている。

3 ×２2 実施している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】今年度は、余暇活動支援として障害児者を対象に「サッカー教
室」と「卓球教室」を実施。開催にあたっては、関係団体である横浜障害児を守る連絡
協議会に相談し、意見を伺いました。また、事業実施後は、アンケートをとり、次回の
事業企画の参考としています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

３．センターの管理に関する業務

3-1　清掃業務
　　利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届いてるか。　

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する。

・目に見える埃や砂、ごみがない状態を維持し、不快感を与え
ず、衛生的な状態が保持されている。
・消耗品の補充が適切に行われている。
・発見された不具合が適切に処理されている。

3 ×１

2 業務の基準のとおり、業務が実施されている。

1

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】不快感を与えないように業務委託により、日々の清掃業務及び月
ごとの定期清掃を実施すると共に自らも清掃は重点作業として実施しています。備品
等、不具合があった場合は、すぐに事務所に連絡してもらい、対応するようにしていま
す。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

3-2 建築物保守管理業務
　　本施設を適切に管理運営するために、維持管理業務一覧に定める施設の設備に関する保守管理業務を行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次のすべてに該当する。

・目に見える損傷等がなく、利用者が常に安全に利用できる状態
に保たれている。
・発見された不具合が適切に処理されている。

3 ×１2 ・業務の基準のとおり管理が行われている。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】施設を利用者に安全で安心して利用して頂けるように、施設の維
持管理をしています。設備の不具合の修繕については、必要性の高いものから予算
と照らし合わせて実施しています。また、業務委託を行い、点検業者により設備の不
具合等を定期的に確認しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

3-3 設備機器管理業務
　　施設の機能を維持すると共に、障害者及びその家族等が安心かつ安全に利用できるよう、維持管理業務一覧に定める設備・備品を適切に
管理しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
維持管理業務一覧に掲載されているすべての設備機器を適切
な点検方法で必要な頻度で点検をおこなっている。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】施設管理業務一覧に定める設備・備品については、利用者が施
設を快適に過ごせるよう業者に委託し、適切な管理・点検に努めています。履行状況
については、目視及び報告書等で確認しています。また、機械設備の点検業者が常
駐しておりますので、迅速な対応が可能です。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

3-4 物品管理業務
　　施設の運営い支障をきたさないよう事務物品の管理を行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次のすべてに該当する。

・備品台帳に記された備品がすべて揃っている。
・障害者保養研修センターの備品に目に見える損傷等がなく、良
好な状態を保っている。

3 ×１2
・障害者保養研修センターの備品と指定管理者の備品を区別し
た備品台帳を作成している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
備品台帳への記録を適切に行い管理しています。日頃の使用にあたっては、器具に
不具合がある場合には、速やかに修理交換するようにしています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

3-5 都筑ふれあいの丘の設備管理業務
　　都筑ふれあいの丘敷地内各施設との調整及び協議を行い、円滑な管理運営が行われているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
共用部分で設備機器等に不具合があれば、早急に各施設と調
整及び協議を行い、対応している。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
他施設（地区センター、プール）との施設長会が毎月定期的に開催されており、基本
的にはその中で協議され、実施しています。緊急性の高い場合については、その会
議を経ずに各施設長間で確認し、実施しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4．その他日常業務身及びサービスの質の向上

4-1　施設の目的の達成度
　　施設の管理運営を通して、施設目的を達成できているか。　

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

2に該当の上、次のすべてに該当する。

・障害者やその関係者の為の研修やレクリエーション等の事業
を先駆的に企画、提供を行っている。
・効率的な管理業務のみならず、諸制度や社会情勢等、障害
者を取り巻く環境の動向を常に把握し、障害者への理解を深
め、支援技術を向上するための業務研鑽を行っている。

3 ×２

2

障害者を中心とする利用者が快適に施設を利用してもらう為、
障害のさまざまな特性への知識や理解に基づいて、細やかな
支援を行っている

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】事業計画の中に、位置づけ、年度内に数回障害児者を対象とした企画事
業を実施しています。（平成20年度はｻｯｶｰ、卓球教室を実施）また、職員研修に関しては障害
者とのコミュニケーションをとるための手話研修を継続して開催している他、障害の特性を理解
する研修も併せて開催しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-2 職員の配置状況・勤務実績
　　管理職を含む常勤職員及び非常勤職員の勤務実績、配置状況は適切か。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次のすべてに該当する。

・各職員は、他の職員の業務状況（内容）を把握している。
・提案書の職員体制と実際の体制に相違がない。

3 ×１
2

次のすべてに該当する。

・労働基準法等関係法規を遵守している。
・施設の管理運営責任者を常時雇用で１名配置している。
・防火管理者、食品衛生責任者をおいている。
・フロントには、常時１名以上配置し、利用者へのサービスに支
障がないようにしている。
・レストラン　現場責任者を常時雇用で１名配置している。
・障害者等からの相談や要望に対応できる職員を常時配置して
いる。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】配置基準を満たした人員を配置しています。毎日のﾐｰﾃｨﾝｸﾞや業
務日誌において、各職員のその日の行動予定を報告し、相互に確認しています。ま
た、勤務表によりその月の出勤状況の確認を行っています。さらに、毎月の職員会議
において、業務の確認も実施しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-3 障害者への対応
　　障害者及びその家族等が安心かつ快適に利用できるよう、最大限の配慮及びサービスの工夫に努めているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次に該当する。

障害種別の多様な特性に応じたサービス提供（フロント、食事、
入浴、室内環境整備、手話対応等）の具体的方策や職員体制が
組まれている。

3 ×２2

次のすべてに該当する。

・利用者が職員だと判別できるよう、名札と制服を着用している。
・電話対応の際、施設名及び対応者名を名乗っている。
・挨拶や対応の際の言葉遣いや態度が丁寧である。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】福祉機器一覧を作成し、利用者に案内しています。障害種別に応じた貸出
物品の案内を積極的に行っています。また、利用者の要望等は予約システムに入力し、次回
の利用時に活かしています。更に、ご希望に応じて見学を受け入れ、丁寧に説明するようにし
ています。（障害者団体には見学シートを渡し、より細かい要望に答えるようにしています。）

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-4 人権擁護
　　業務の提供にあたっては、利用者の人権の擁護に努めているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 職員向けに研修を行うなど啓発を行っている。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
法人の業務マニュアルにより倫理規定等を明文化しています。研修については、施
設点検期間に、全職員を対象に実施しています。また、職員会議等で必要に応じて、
話し合う機会を持っています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-5 広報
　　施設のＰＲや情報提供のために必要な媒体を作成し、配布等を行っているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当のうえ、次に該当する。

・事業報告書及び事業概要等、施設の業務等を紹介する資料の
作成を行い、誰でも閲覧出来るよう配架されている。

3 ×１2

次のすべてに該当する。

・インターネットのホームページ開設及び更新作業を行っている。
・施設案内リーフレットの作成及び配布を行っている。
・情報誌等、各事業のチラシ等の作成及び配布を行っている。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】障害者支援センターの広報誌に、あゆみ荘のコーナーを設けて情報を提
供しています。更に、ホームページでは最新の空室情報（日に2回更新）を伝えると共に、企画
事業を含めた、様々な情報を提供しています。また、隣接県の社協、養護学校、施設等へのパ
ンフレットの送付。校長会での案内等によりＰＲに努めています。

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-6 利用率・稼働率
　　宿泊・休憩利用の年間利用率及び稼働率について、概ね過去の実績を維持しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 維持している。

3 ×１2 ー

1 維持していない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
毎月定例の職員会議において、前月の利用率及び稼働率を周知し、職員間で共有し
ています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-7 障害者等の利用
　　センターの設置目的に基づき、障害者及びその家族・同行者の利用機会が制限されないよう工夫しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
利用区分「宿泊」の障害者及び介護者の年間の平均利用割合
は、全体の概ね４分の３を下回っていない。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
平成18年7月より、障害児者団体の優先予約を従来の3ヶ月前から6ヶ月前にしたこと
により、平成19年度の利用割合は、７５．３％で、4分の３を上回っています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】

24 ページ



障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-8 急病・緊急時の対応
　　利用者の急な病気、怪我及び災害等緊急時の非難、誘導、安全確保についてマニュアルを作成し、その訓練を実施しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　６点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する。

・施設内で、事故対応責任者が明確になっている。
・緊急発生時の連絡体制を確保している。
・発生した事故内容等について記録を作成している。
・事故及び緊急事態対応策の職員研修を実施している。

3 ×２2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
緊急時においては、他の該当項目と同様にマニュアルを作成して対応しています。対
応した中で、マニュアル等に不具合があった場合は、職員会議等において議題として
取り上げ、職員全体で確認し、随時修正しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-9 運営委員会の実施
　　横浜あゆみ荘運営委員会規約基づき、障害当事者及び親・地域の代表等で構成する委員会を設置しているか、また、その意見等を施設運営に
取り入れているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する。

・規約に基づいて委員会を設置している。
・委員会であがった意見等を施設管理運営に取り入れている。

3 ×１2 ー

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
規約に基づき、運営委員会を設置し、委員は、障害者団体、家族会、地域代表、学識
経験者で構成されています。年3回開催し、そこで出された意見、要望等はより良い
施設運営のために速やかに実行、次回委員会に報告しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-10 障害者等からの相談等への対応
　　利用者又は、一般の障害者等から来館や電話等の方法にて、障害者福祉に関する相談等があった場合、可能な限り対応しているか
取り入れているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　９点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

２に該当の上、次に該当する。

夜間や緊急時において障害者への支援（一時保護など）を求め
られた場合も、関係機関と調整し、対応している。

3 ×３2

次のすべてに該当する。

・相談があれば、内容を記録し、対応している。
・プライバシー保護の為、相談室等がある。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
「あゆみ荘」自体が障害者支援センターの一部門であるため、支援センター関係機関
との連携による相談、支援等の対応もできています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-11　事業計画書、収支予算書及び利用実績報告書の作成
　　市が定める期限までに遅延なく提出及び報告されているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3 遅延なく期限までに提出及び報告している。

3 ×１2 遅延しているが提出及び報告している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
期限までに、提出及び報告を実施しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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障害者研修保養センター横浜あゆみ荘評価シート

4-12　廃棄物の処理
　　廃棄物の発生抑制に努めるとともに、市の分別ルールに沿って適切に分別を行い、市が構築する回収ルート等を活用し、可能な限り資源化していく
など「Ｇ３０」の取組を推進しているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3

次のすべてに該当する。

・ごみの発生抑制に取り組んでいる。
・再利用・再使用に取り組んでいる。
・リサイクルに取り組んでいる。

3 ×１2 ３の中でいずれか１つは該当する。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
ｺﾋﾟｰを複数枚する場合には両面コピーを実施し、使用済み紙は裏紙として再利用し
ています。また、トナーの容器等も業者に回収を依頼してリサイクルへの協力をして
います。Ｇ３０を推進するために、分別を徹底・管理を行っています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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4-13　苦情・問い合わせ対応
　　社会福祉法第８２条に基づき、福祉サービスについて利用者等からの苦情の適切な解決の努めているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
２に該当の上、苦情等への対応結果について、利用者へ公表し
ている。

3 ×１2

次のすべてに該当する。

・利用者に対し、苦情等への対応手順、担当者等が明確にされ
ている。
・苦情等の内容を検討し、その対応策を講じている。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】館内に「ご意見箱」を設置して、利用者からの苦情に関する意見
の収集を行っています。運用については、法人のマニュアルに従って迅速に対応して
います。また、チラシを掲示して対応手順、担当者を明記してあります。更に、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞにおいて苦情の対応方法を公表しています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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4-14　モニタリングの実施
　　積極的に利用者の要望等の意見聴取の機会を設けているか。

判断基準
指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄 最高配点　３点

評価（３・２・１） 評価（３・２・１） 係数 採点

3
２に該当の上、その苦情や意見等が寄せられた際は内容を記録
し、対応策を実施している。

3 ×12
利用者が苦情や意見を述べやすいよう、窓口（意見箱等）を設置
している。

1 ３，２のいずれにも該当しない。

指定管理者記入欄 第三者評価委員会記入欄

【アピールポイント】
民間のコンサルティング会社に依頼して、宿泊のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施しています。また、宿
泊の利用者に対して毎日アンケートを行い、毎月集計を出し、職員間で分析・検討を
行い、意見・要望の回答を添えて客室の案内と共に、利用者に報告をしています。

【特記事項】

【改善すべき点・課題等】
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